
色

、

１
■

、
．
、
ゾ

蕊、
常§篭

』

！

光さ

＝声

参
参

陳
舜
臣

司
噸
１
国
の
歴
史
』
全
賜
巻

の
完
成
を
祝
う皿

月
型
日
夜
、
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
、
陳
舜
臣
著
『
中

国
の
膝
史
』
全
巧
巻
出
版
記
念
会
が

盛
大
に
開
か
れ
た
。

こ
れ
は
、
平
凡
社
刊
行
の
同
書
の

完
結
を
祝
っ
て
催
さ
れ
た
も
の
で
、

陳
さ
ん
の
知
人
・
友
人
、
作
家
、
出

版
関
係
者
ら
多
数
が
出
席
し
た
。

発
起
人
代
表
と
し
て
作
家
の
藤
堂

明
保
さ
ん
が
ま
ず
挨
拶
。
「
普
通
の
歴

史
学
者
で
は
で
き
な
い
偉
業
」
と
そ

の
功
績
を
賛
え
た
。
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
宋
之
光
在
日
中
国
大
使
も

「
貴
重
な
膝
史
的
資
料
と
文
化
の
知

識
が
ふ
ん
だ
ん
に
と
り
入
れ
ら
れ
、

津
々
た
る
興
味
を
覚
え
る
。
き
っ
と

’
中
日
両
国
の
友
情
を
深
め
る
の
に
役

立
つ
と
思
う
」
と
同
胞
の
業
績
を
高

く
評
価
し
た
。

友
人
代
表
と
し
て
壇
上
に
あ
が
っ

た
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
は
、
「
子

供
の
頃
か
ら
の
つ
き
合
い
」
と
言
う

だ
け
に
、
し
ば
し
ば
「
陳
君
は
」
と

親
し
げ
に
呼
び
か
け
な
が
ら
、
子
供

の
頃
や
大
阪
外
大
時
代
の
陳
さ
ん
を

ま
ず
紹
介
。
「
陳
さ
ん
は
本
当
の
神
戸
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っ
子
で
神
戸
が
大
好
き
で
す
。
陳
さ

ん
の
本
当
の
故
郷
は
神
戸
で
す
」
と

〃
神
〆
っ
子
“
陳
舜
臣
を
強
調
。
一

方
、
今
何
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
「
人

間
へ
の
や
さ
し
さ
と
、
す
ず
や
か
な

心
が
な
い
と
人
間
や
人
間
の
集
積
、

つ
ま
り
歴
史
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
陳
さ
ん
は
そ
れ
が
で
き

た
。
わ
れ
わ
れ
が
陳
舜
臣
を
も
っ
た

こ
と
は
、
明
治
以
降
一
○
○
年
に
お

け
る
幸
福
の
一
つ
で
あ
る
」
と
〃
人

間
の
顔
〃
を
し
た
歴
史
餅
の
出
現
に

賛
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

文
増
一
の
大
御
所
で
あ
り
日
中
文
化

交
流
協
会
長
・
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会

長
の
井
上
靖
さ
ん
は
、
「
こ
こ
に
は
陳

さ
ん
の
多
年
に
わ
た
る
研
究
が
実
っ

て
い
る
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
が
幾

ら
頑
脹
っ
て
み
て
も
ど
う
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
中
国
氏
族
の
心
で
、
皮

膚
感
覚
で
中
国
の
歴
史
を
と
ら
え
て

い
る
」
と
、
陳
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
可

能
な
仕
事
で
あ
る
と
語
っ
た
。

宴
な
か
ば
で
挨
拶
に
立
っ
た
陳
さ

ん
は
、
ま
ず
出
席
者
へ
の
謝
辞
を
述

べ
た
あ
と
、
「
こ
れ
で
一
つ
の
仕
事
が

終
っ
た
の
で
、
次
の
仕
事
に
取
り
か

か
れ
る
。
い
わ
ば
中
国
史
の
序
説
が

あ
が
っ
た
の
で
、
今
度
は
小
説
で
中

国
の
現
代
史
を
醤
き
た
い
。
で
き
れ

ば
中
国
の
不
朽
の
名
作
『
紅
楼
夢
』

の
よ
う
な
も
の
を
と
考
え
て
い
ま
す
→
一

と
次
の
仕
事
へ
の
意
欲
を
披
露
、
出

席
者
か
ら
激
励
の
拍
手
が
ひ
と
き
わ

商
く
お
く
ら
れ
た
。

．
「
中
国
の
歴
史
」
全
幅
巻

各
巻
一
、
六
○
○
円
平
凡
社
よ
り
発
売
中

ｒⅡ欠奄

１
日

一
一
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ジ
ャ
ズ
か
ら
ジ
ャ
ズ
へ

″
は
し
ご
ジ
ャ
ズ
〃
の
日

●
秋
の
芸
術
祭
参
加
１
コ
‐
ベ
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト

一
一
雲
り

『
ｑ

■

■
ｖ
司
り
．
岬
叩
・
Ｐ
Ｑ
Ｎ
Ｐ
●
御
や
ａ
『
皿
Ⅵ
章
四

萄固

え
た
ジ
ャ
ズ
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
す
ば
や

く
反
応
し
て
し
ま
う
。
ベ
テ
ラ
ン
の

秋
満
義
孝
の
ピ
ア
ノ
、
藤
家
虹
二
の

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ぞ
ス
ウ
ィ

ン
グ
だ
。
余
敵
が
心
を
満
た
し
、
本

物
に
出
会
っ
た
感
動
を
禁
じ
得
な
い
。

ア
ン
リ
菅
野
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
浅
田
、

北
原
理
絵
、
シ
ャ
ィ
ニ
１
．
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
ス
ら
女
性
陣
の
ラ
イ
ブ
は
ど

こ
も
超
満
員
だ
。
去
年
と
同
様
の
光

散
だ
。
末
広
光
夫
が
言
う
「
男
は
ス

ケ
ベ
ー
だ
か
ら
」
を
ま
た
も
や
再
現

し
た
形
。
た
だ
「
ス
ヶ
ベ
ー
な
男
性
」

ば
か
り
で
な
く
、
女
性
Ｚ
ノ
ン
の
増

加
も
総
体
的
に
目
立
つ
。
ハ
ウ
ス
バ

ン
ド
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
単
独

演
奏
に
も
フ
ァ
ン
が
集
っ
た
。
翌
日

皿
日
も
好
天
で
フ
ァ
ン
が
繰
り
出
し

た
。
今
後
の
定
着
を
予
感
さ
せ
る
成

功
ぶ
り
と
い
え
る
。

問
題
点
も
な
く
は
な
い
。
客
の
マ

ナ
ー
、
場
の
提
供
や
持
ち
出
し
ば
か

り
で
営
業
的
メ
リ
ッ
ト
が
乏
し
い
、

と
す
る
店
側
の
悩
み
な
ど
課
題
も
多

い
。
ま
た
、
神
戸
の
も
つ
シ
ャ
イ
や

は
に
か
み
ゆ
え
、
ス
ト
リ
ー
ト
（
路

上
）
ま
で
熱
気
が
伝
わ
ら
な
い
。
整

然
と
〃
交
通
整
理
〃
さ
れ
た
中
に
、

〃
は
め
を
は
ず
し
た
〃
ボ
ル
テ
ー
ジ

も
、
と
無
理
を
承
知
の
注
文
も
好
企

画
だ
か
ら
こ
そ
敢
え
て
し
て
み
た
い
。

の

灘騨四

；

異

、
月
９
日
正
午
、
北
野
町
の
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
７
店
か
ら
ジ
ャ
ズ
演
奏
が

寸
迂滑

り
出
し
た
。
遅
れ
て
３
店
が
追
い

か
け
る
。
ど
こ
や
ら
で
「
聖
者
が
街

に
や
っ
て
き
た
」
の
プ
レ
イ
。
聖
者

な
ら
ぬ
、
ジ
ャ
ズ
が
街
に
や
っ
て
来

て
溢
れ
出
し
た
神
戸
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ

ー
ト
だ
。
ワ
ッ
ペ
ン
付
け
て
の
ジ
ャ

ズ
の
〃
は
し
ご
〃
も
２
年
目
と
あ
っ

て
や
や
板
に
つ
い
た
気
が
す
る
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
も
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が

揃
い
フ
ァ
ン
を
魅
了
す
る
。
右
近
雅

夫
は
詔
年
ぶ
り
の
帰
国
演
奏
。
衰
え

を
感
じ
さ
せ
な
い
、
強
く
、
し
な
や

か
な
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
け
ば
、
聴

衆
が
「
ブ
ラ
ボ
ー
ノ
．
お
帰
り
な
さ

い
」
と
熱
狂
的
に
応
え
る
。
詔
年
間

を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
せ
る
右
近

と
老
フ
ァ
ン
達
の
胸
に
去
来
す
る
も

の
は
何
か
…
。
ペ
ギ
ー
葉
山
は
一
凹

日
の
噂
を
耳
に
し
て
今
凹
参
加
し
た
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
を
円
熟
し

た
ボ
ー
カ
ル
で
聞
か
せ
た
ペ
ギ
ー
は

「
ジ
ャ
ズ
を
歌
っ
て
い
る
と
き
が
一

番
幸
せ
」
と
、
本
人
が
一
番
ノ
ッ
た

②
よ
う
。
対
す
る
お
ば
さ
ま
ボ
ー
カ

ル
、
キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ー
を
知
る
フ
ァ

ン
は
多
く
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

だ
が
右
近
の
「
ジ
ャ
ズ
は
万
国
共
通

語
だ
」
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
初
対

面
の
ジ
ャ
ズ
Ｚ
ｊ
ン
も
太
平
洋
を
越

奉曜砿誠j ，年や回ル･ リー

ｑ

“
一
Ａ －

１ p
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北野通信

: 噸I 繍堤蝋撫鯨
学鱗卿嘩斐襲鮮：郷割ば; ｉ
’２月になると北野町の；・漁セントジョージジャパン

篭溌i噌雲瀞蹴蝋" …製｡ 護輔

、

ｸﾘｽ ﾏ ｽ気分味わいに
ﾌｧ ﾐ ﾘ ｱ北野坂ﾊｳ ｽへ '蕊

：爵・
ミ謹

篭i罰 蝋
フランス料理

北野クラブ
中央区北野町１丁目5 - 7

金”2 - 5 1 2 3
１１岨～２：３０剛

( ランチ/ クインズランチは３剛まで）
５剛～１０：功謝( ディナー）

神戸割烹

お可川
中央区北野町１丁目5 - 1 0

垂2 2 2 - 3 5 1 1
1 1 A』l～９剛

手づくりのシフォンケーキと
サンドイッチ
ファミリア

北野坂ハウス
中央区北野町２( 北野坂）

会ｸ ”- 3 5 3 5
1 1 A M ～６ＲＭ月曜休

舶来民芸品・アンティーク

神戸コレクS /オン
北野通店念2 2 2 - 2 4 6 8

１０All～５凶
異人館通店台2 2 2 - 3 6 0 0

1０

草
睡

花と植木

楽 園
山本通３丁目バス停前
金2 2 1 - 1 5 8 5

９：３０A j J ～７剛

スカンディナビア料理と
世界の民族音楽の店

ゴックスタッド
中央区山本通回教寺院前

垂2 4 2 - 0 1 3 1
5 ＰＨ－１ＡＭ水曜定休

フランス料理

ビストロドゥリヨン
中央区山本通２丁目1 3 - 6

壷”1 - 2 7 2 7
正午～1 0 剛月暇休

メンバーズラゥンジ

異 人坂
中央区北野町２丁目9 - 2 2

念2 2 2 - 2 0 0 1

1 1 岨～５剛（ティータイム）
５：３０脳～1 2 剛( メンバーズタイム）

ＣＯＦＦＥＥ＆ＳＯＵＶＥＮＩＲ

うろこの家
中央区北野町２丁目

念2 4 2 - . 6 5 3 0

手づくりの店

がれりや馬亜乃
中央区北野町４丁目９－６
伊蔵マンション2 1 号

垂2 4 2 - 5 0 C５
1 ＭJ 』～７凶水曜体

美容室

ブルーあきら
中央区北野町３丁目

冠2 2 1 - 9 0 8 0
９A 』』～６瓢月･ 第３火休

ギャラリー・ティールーム

神戸時代
丘2 4 2 - 3 5 6 7

モンシャトウコトブキビル
中央区中山手通１丁目2 3 - 1 0

1 1 A H ～５剛〔ティータイム）土壌体
６馴～1 2 剛（ドリンクタイム）日祝休

真珠･ 宝石･ アクセサリー専門店

ｻﾛﾝ･ド‘バーﾉﾚ北野
( 栄光宝飾）

中央区北野町４丁目8 - 3
垂2 2 2 - 1 4 0 6

スパニッシュレストラン

エル･ パンチョキタノ
中央区北野町３丁目
アニルドマンション１Ｆ

冠241 - 1 3 4 4
水猛休

英国風レストラン

St､GeorgeJapan
中央区北野町１丁目2 - 1 7

透2 4 2 - 1 2 3 4
1 1 A H ～４剛【ランチタイム）

５駆～1 1 剛( 会員制）

フランス料理

ジャン・ムーラン
中央区北野町３丁目１－１

念2 4 2 - - 4 1 8 8

3欄M『幾体ノ
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中央区北長狭通2 - 6 - 6 盆3 3 2 - 1 1 2 5
( トアロード中央東側）

／トアロードで見つけたＫＯＢＥどころ １

づき戸グゥェリ弘脳、
レストラン＆バー

‐ノ

別

ｉ
ｆ

訓
園
ゴ
ロ
風
毒
う
曲
。
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１愚延少認認

悪融
霞
《

課
』

ノ、

●
鉄
板
焼
●
生
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
●
ミ
ニ
し
や
ぶ
●
喫
茶

☆ハーテイーゴースメニュー( 5 人前) お1 人様￥4 , 0 0 0
★メニューは￥3 , 0 0 0 からあります。ご柵談下さい。

神
戸
の
ア
パ
レ
ル
業
界
を
代
表
す
る

ブ
ラ
ウ
ス
の
メ
ー
カ
ー
、
㈱
パ
ー
ル
の

皆
さ
ん
だ
け
に
、
さ
す
が
に
ス
テ
キ
な

ブ
ラ
ウ
ス
ば
か
り
。
今
春
、
グ
リ
ル
ァ

コ
の
す
ぐ
近
く
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル

な
新
社
屋
が
完
成
、
素
晴
し
い
環
境
の

中
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
性
に
磨
き
を
か

け
て
い
る
。

き
ょ
う
は
、
気
の
あ
っ
た
仲
間
た
ち

が
集
ま
っ
て
小
さ
な
パ
ー
テ
ィ
ー
。
仕

事
の
こ
と
、
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
の
こ
と
、

そ
し
て
食
べ
る
こ
と
…
。
ワ
イ
ワ
イ
と

話
題
は
尽
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

「
美
味
し
い
お
料
理
、
楽
し
い
ム
ー
ド
、

い
い
思
い
出
に
な
る
わ
」
と
、
ゴ
キ
ゲ

ン
な
今
宵
で
し
た
。

（
写
真
唾
か
ら
、
高
瀬
英
理
子
、
中
瀬
優
美
、
田
辺
み
ど

り
、
橋
本
椎
ｆ
、
川
村
牧
代
、
安
部
由
美
の
み
な
さ
ん
一

新
神
〆
駅
前
そ
ご
う
マ
ー
ク
の
ビ
ル
２
Ｆ
窓
０
７
８
（
２
４
２
）
２
０
２
０
㈹
ｕ
州
１
９
剛

グ
リ
ル
「
醇
・
Ｊ
ｌ
Ｉ
‐
﹈
く
あ
こ
や
亭
姉
妹
店
〉

霞蕊蕊諭鱒

｝
三

Ｆ

麹．
¥ 碁三上

一
一

＃ 一
』
一
』

可

Ｉ

ｌ
、

争凸汀

昌』
＝

瀞雲

蝉
宰

》
．
Ｆ

Ｐ
け

詞
閏

aｚ

ゴ
キ
ゲ
ン
な
パ
ー
テ
ィ
ー
で

楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

蝉
宰

》
．
Ｆ

Ｐ
け

詞
閏

~ 空室ー

ＰＰ

品
．
誤
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神戸市中央灰＝宮町２－９－２
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山代英貴

●営業時m J u L 1 l : ００～肌２８００剛４；0 0 ～
皿９：３０日祝剛1 2 : 0 0 ～８: ００
･ 毎週水眼日定休日（水剛岱切りパーティ
うけたまわります）

ノ

』F画

こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
打

ち
破
っ
た
串
か
つ
専
門
店
が
今
秋
、
三

宮
に
オ
ー
プ
ン
。
粋
な
店
と
し
て
跡
Ｏ
Ｌ

や
ア
ダ
ル
ト
の
間
で
上
気
上
昇
中
で
す
。

た
ま
た
ま
訪
れ
た
仲
よ
し
五
人
グ
ル

ー
プ
を
パ
チ
リ
。

「
白
と
黒
を
基
調
に
し
た
イ
ン
テ
リ

ア
は
、
シ
ッ
ク
で
女
性
好
み
ね
」
「
ラ
イ

ト
な
感
覚
が
い
い
わ
」
「
味
も
あ
っ
さ
り

し
て
て
、
と
っ
て
も
美
味
し
い
ノ
．
」
「
お
値

段
も
手
頃
だ
し
…
」
「
今
度
は
カ
レ
と
来

た
い
な
」

賑
や
か
さ
に
夜
の
寒
さ
も
吹
き
飛
び
そ

う
で
す
。

（
左
か
ら
、
松
本
郁
子
さ
ん
、
行
木
聖
子
さ
ん
、

小
松
悪
さ
ん
、
谷
掛
仁
子
さ
ん
、
三
津
国
和
子

さ
ん
の
み
な
さ
ん
）

●
花
串
定
食
￥
７
０
０
（
皿
皿
恥
加
〜
肌
２
覗
伽
）

●
Ａ
コ
ー
ス
￥
１
８
０
０

●
Ｂ
コ
ー
ス
￥
２
３
０
０
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オーベリクファン
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神戸市灘区岩屋中町4 - 2 - 1 5 島文第３ビル9 F
TELO78(881)1530

ランチタイム１１: 3 0 A Ｍ～2 : O O P M ｵ ･ －ダーストソブ
デイナータイム５: 0 O P M ～9 : 3 O P M オーダーストップ

神戸・牌; ! 〔，東郁

●各祁パーティーに８Ｆ会雛宰もご利用ください㈱

i蕊言鼠溺識，
/ 一篭蛎津

ilwiiIm蛾L）

字

●オーベックファンとはフランス語で｢ 兇事なくちばし」
の意味です。料理の味にはどこまでもうるさくという
願いがこめられています。
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〔し,ﾏも

グー

壷謹ｼ冒一 －７７

ワスマスおめでとつ

☆カンリノ身↑－末で『沼L/C、/Vata/e，，

ご"二

牌

１２；/２３鏑☆２４吐☆２５剛〃ｱﾝﾅべﾗのｸﾘｽ ﾏ ｽ〃
今年もシェフが腕によりをかけての特別メニュ

ーをご用意いたしました。また、カンツォーネシン
ガー・真木耀子によるピアノの弾き語りも予定し
ております｡ おいしい料理と香り高いワイン、そし
て美しいカンツォーネの響き－・イタリアのク
リスマス気分をアンナベラで存分にお楽しみく
ださいませ。ご予約はお電話でお早｢ Ｉにどうぞ。 真木鯉子

卓二選二二弾弾薬実リストランテ" アンナベ

目方音楽大学卒。英国
に留学。王立音楽院声
楽科卒｡ 帰国後､ 自由
と創造性を求めてポピ
ュラーに転向。ポップ
ス系のカソツォーネシ
ソガーとしてコンサー
ト活動を中心に活躍中。

御影ガーデンシテイ２Ｆ( 阪急御影駅山側メゾンl f l 鶴内）
Phone（078）882-177711:30AM～10:0OPM月Ｍ定休（駐車場完備） ノ
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葱．‐‐＃”、ｗ, ベP

…名．Ｆ４’一噸
霊陵墓零かかつてつ鰯ﾅﾙ作晶で溌一

大切にしたいず手
Ｉ

色とりどりの毛糸を一針一針丹念に編みあげた、
手づくりのセーター。お気に入りの色づかい、

ほのぼのとした暖かさ、からだになじむ着心地のよさ、
そんな手づくりの感覚､ くらしにも生かしたいですね。. 呈

上人の生き方や好みI ま､ 千差万別。
なのに､ 暮らしだけがお仕着せじやつまらない。

集う･ くつろぐ．食べる．遊ぶ．学ぶ．語らう･ 休む…生活のいろいろな要素を
、わたくし" 流にコーディネートしてつくる､ わたくし" の暮らし－ｂ

神戸市ポートｱ ｲ ﾗ ﾝ ド総合住宅展示場では、
暮らしを大切に考える人の住まいづくりを応援しま戎

、

らし鞠｡②ざ
！"寅募霊…
’
可&

上司華

鮮夢簡両
総舎住宅展示幅
主催神戸市共催神戸新聞社
桧戸市中央厚淫皿中日Z 6 丁目舌U 7 8 I 3 D Z 】E 強

開坦時間午前１，涛～午後６時

ボｰ ﾄ ライナー市民広塩駅下面西涜
専用大駐鹿喝完閥( ＝宮から軍でB 分）

段￥L L ･ 一戸

●住宅展示場の資料をご希望の方は､ 右記宛までご請求下さい。

瞳出展脅社鶏蹴熟畷:撰魂灘雛職二謎;総ﾘ驚幸蕊繊罵繍！幾繍蝿芽厳ﾊﾙｺﾝ．ダｲｹﾝﾎｰﾑ．』
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イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
灘
本
唯

人
さ
ん
。
月
刊
誌
田
本
、
週
刊

誌
１
本
、
日
刊
紙
１
本
の
連
載

を
抱
え
る
ハ
ー
ド
な
毎
日
だ
。

「
た
だ
た
だ
多
忙
と
い
う
し
か

な
い
」
と
い
う
の
が
今
年
一
年

間
の
感
想
の
よ
う
だ
。

仁
愚
溌
鮒

す
。
来
年
中
に
５
０
０
冊
の
目

標
を
達
成
し
た
い
」
と
多
忙
極

ま
る
中
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

は
ま
す
ま
す
燃
え
上
が
る
。

こ
の
哩
月
に
は
、
ソ
ウ
ル
で

個
展
の
予
定
が
あ
り
、
「
海
外

で
は
初
め
て
。
恥
ず
か
し
く
な

い
も
の
を
」
と
意
気
込
む
。
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ
に
は
圧
倒
さ

れ
る
ば
か
り
だ
。

☆
三
宮
の
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
／
・

加
月
ｎ
日
、
全
国
１
４
０
商

店
街
の
う
ち
日
本
第
一
の
商
店

街
に
選
ば
れ
、
通
産
大
臣
賞
に

輝
い
た
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
が
、

ｎ
月
１
日
か
ら
営
業
時
間
を
夜

の
８
時
ま
で
延
長
、
夜
の
シ
ョ

唯
織
》
癖
需
畢
》
》
》
》
一
一

タ
ー
街
連
合
会
会
長
の
岸
野
利

男
さ
ん
は
、
「
か
つ
て
は
夜
の

岨
時
頃
ま
で
店
を
開
け
て
い
た

の
が
、
経
営
上
の
諸
問
題
が
あ

☆
最
愛
の
妻
と
共
に
分
ち
あ
い

た
か
っ
た
受
章
の
歓
び

こ
の
ほ
ど
秋
の
叙
勲
、
勲
五

等
双
光
旭
日
章
の
受
章
に
輝
い

た
洋
菓
子
の
ユ
ー
ハ
イ
ム
コ
ン

フ
ェ
ク
ト
社
長
、
西
義
弘
さ
ん

昨
年
の
ｎ
月
、
卓
越
技
能
賞
を

受
章
、
そ
の
受
章
式
の
た
め
文

子
夫
人
と
二
人
で
上
京
し
た
西

さ
ん
だ
が
、
今
年
１
月
に
夫
人

曾
織
》

「
洋
菓
子
業
界
で
の
受
章
は

私
が
初
め
て
と
の
こ
と
で
、
妻

が
生
き
て
い
た
ら
、
今
回
の
受

章
の
歓
び
は
倍
増
し
て
い
た
と

思
い
ま
す
」
戦
後
、
文
子
夫
人

と
一
一
人
三
脚
で
現
在
の
ユ
ー
ハ

ィ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク
ト
を
築
き
あ

げ
た
西
さ
ん
だ
け
に
、
感
慨
は

ひ
と
し
お
の
様
子
だ
。

☆
超
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

中
で
燃
え
る
灘
本
唯
人
さ
ん

友
人
・
横
尾
忠
則
さ
ん
の
画

集
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出

席
の
た
め
、
久
々
に
帰
神
し
た

リ
、
い
つ
の
ま
に
か
早
じ
ま
い

の
店
が
増
え
て
、
閉
店
後
は
人

通
り
が
あ
る
の
に
灯
り
が
と
蛸

ら
な
い
商
店
街
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
仕
事

を
終
え
て
、
一
度
帰
宅
し
た
後
、

食
事
が
て
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が

で
き
る
よ
う
な
気
軽
で
楽
し
い

ス
ト
リ
ー
ト
に
し
た
い
」
と
話

し
た
。
今
ま
で
多
く
の
人
た
ち

に
望
ま
れ
て
い
た
ナ
イ
ト
ラ
イ

フ
だ
け
に
今
後
の
セ
ン
タ
ー
街

が
と
て
も
楽
し
み
だ
。

★
フ
ラ
ン
ス
食
べ
あ
る
き
で

料
理
に
ひ
と
味
工
夫

「
美
味
し
い
も
の
を
た
ら
ふ

く
食
べ
て
、
胃
袋
が
大
き
く
な

っ
た
感
じ
で
す
」
と
話
す
の
は

南
仏
風
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
シ
ー
サ

イ
ド
ク
ラ
ブ
パ
レ
ス
塩
屋
″
の

シ
ェ
フ
、
桑
野
清
春
さ
ん
。

皿
月
末
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

食
べ
あ
る
き
を
終
え
、
こ
の
ほ

ど
帰
国
し
た
桑
野
さ
ん
は
、
ニ

ー
ス
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ミ
ラ
ノ
、

異
鐸
価

ン
を
飲
ん
だ
と
い
う
が
、
フ
ラ

ン
ス
の
超
一
級
店
め
ぐ
り
で
、

桑
野
さ
ん
に
と
っ
て
料
理
づ
く

り
に
実
り
の
多
い
旅
行
と
な
っ

た
様
子
。
な
か
で
も
、
マ
ル
セ

イ
ユ
の
ポ
ー
村
に
あ
る
『
ミ
ッ

シ
ェ
ル
・
ゲ
ラ
ー
ル
の
店
』
で

の
狩
場
料
理
を
楽
し
み
、
オ
ー

を
担
当
の
三
上
公
也
氏
は
東
京

出
身
で
日
大
芸
術
学
部
を
卒
業

後
、
ラ
ジ
関
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
。
自
称
、
原
辰
徳
に
似
た
独

身
喜
族
の
野
歳
だ
が
、
神
戸
の

水
が
合
い
す
ぎ
て
５
年
間
に
蝿

キ
口
太
っ
た
と
か
。
初
め
て
の

朝
の
ワ
イ
ド
番
組
で
６
時
起
床

の
た
め
好
き
な
お
酒
も
週
末
ま

で
控
え
て
い
る
。
「
自
分
よ
り

年
齢
が
高
い
層
を
対
象
に
し
た

番
組
は
初
め
て
な
の
で
勉
強
に

な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
き
の
き

い
た
お
し
ゃ
べ
り
を
お
聴
か
せ

し
ま
す
」

ｏｆ海ｅ
Ｂｒｅａｋ

三上公也

１
１２
１

ナ
ー
の
ゲ
ラ
ー
ル
さ
ん
と
料
理

の
話
を
し
た
こ
と
は
貴
重
な
体

験
と
な
っ
た
と
い
う
。
今
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
に
む
け
て
、
さ
ら

に
磨
き
の
か
か
っ
た
デ
ィ
ナ
ー

が
で
き
そ
う
と
意
欲
的
だ
。

ロ
シ
ー
サ
イ
ド
ク
ラ
プ
パ
レ
ス
塩
屋

国
鉄
塩
屋
駅
国
道
沿
い
４
０
０
ｍ
西

宮
７
５
３
１
１
３
７
３

☆
Ｃ
Ｒ
朝
の
ワ
イ
ド
番
組
で

年
上
女
性
に
ア
ピ
ー
ル

ラ
ジ
オ
関
西
の
新
番
組
〃
三

上
公
也
の
朝
は
恋
人
〃
（
月
ｌ
金

８
“
釦
１
，
誼
“
Ａ
Ｍ
）
が
ニ

ュ
ー
サ
ー
テ
ィ
を
対
象
に
し
た

本
格
的
な
朝
の
音
楽
番
組
と
し

て
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
Ｄ
Ｊ
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灘
癖

〃
コ
ァ
ラ
ベ
ア
、
名
古
屋
へ

寄
贈
本
決
ま
り
″

ウ
ー
ン
、
先
を
越
さ
れ
た

口
惜
し
さ
と
同
時
に
、
一
層

の
入
手
策
を
試
み
る
都
市
が

続
出
し
て
い
る
に
違
い
な
い

こ
と
を
も
伝
え
た
。
動
物
園

の
使
命
は
野
生
動
物
の
保
護

育
成
に
あ
っ
て
、
過
度
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
主
義
は
謹
む
べ

き
で
あ
る
。
な
ど
と
締
麗
ご

と
を
言
っ
て
い
た
ら
お
先
に

し
て
や
ら
れ
て
し
ま
う
。

や
っ
ぱ
り
、
東
京
に
は
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
が
、
名

古
屋
に
は
あ
の
コ
ア
ラ
ベ
ア

の
森
が
あ
る
。
阪
神
パ
ー
ク

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
の
パ
ン
ダ
が
頂
け
る
か
も
知

れ
な
い
ぞ
／
ど
な
た
も
が
、
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

た
、
そ
の
ロ
ン
ロ
ン
（
メ
ス
）
サ
イ
サ
イ
（
オ
ス
）
は
、

「
あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
噂
だ
け
や
っ
た
ん
や
ノ
．
」

描
か
れ
た
予
定
通
り
の
日
程
で
、
静
か
に
帰
国
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
一
一
年
の
歳
月
が
は
や
流
れ
去
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
熱
狂
的
な
人
気
は
今
な
お
衰
え
な
い
。
各
国

い
や
各
都
市
が
機
会
あ
る
都
度
入
手
策
に
余
念
が
な
い
。
そ
れ
が

去
る
日
の
各
紙
に
パ
ン
ダ
が
だ
め
な
ら
と
、

を
頂
こ
う
と
、
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ

て
頂
き
た
い
。
そ
の
成
果
が
、
近
々
お
目
見
え
す
る
予
定
の
雪
豹

（
ユ
キ
ヒ
ョ
ウ
）
だ
。

〔
我
国
唯
一
の
ユ
キ
ヒ
ョ
ウ
が
来
る
／
〕

過
去
天
津
市
へ
贈
っ
た
主
な
も
の
を
列
記
す
る
と
、
キ
リ
ン
四

頭
、
カ
バ
ー
頭
、
チ
ン
。
ハ
ン
ジ
ー
ニ
頭
等
。
そ
し
て
、
つ
い
先
月

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
十
羽
に
カ
ン
ガ
ル
ー
四
頭
を
贈
っ
た
ば
か
り
。
神
戸

へ
も
ま
た
主
な
も
の
を
記
せ
ば
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
、

ク
ロ
ハ
ザ
ル
、
シ
ロ
カ
ケ
イ
等
々
を
受
け
入
れ
し
、
そ
の
全
て
が

ラ
に
収
め
た
の
が
、
こ
の
雪
豹

で
あ
っ
た
。
見
学
日
が
夏
と
い
う
の
に
正
に
白
く
深
い
毛
の
ヒ
ョ

ウ
で
あ
る
こ
と
を
目
に
し
て
い
さ
さ
か
興
奮
気
味
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
連
写
し
た
。
そ
の
た
め
、
水
呑
場
に
眠
っ
て
い
た
ユ
キ
ヒ
ョ
ウ

は
激
し
く
私
に
キ
バ
を
向
け
て
き
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
体
長

は
一
メ
ー
ト
ル
一
○
セ
ン
チ
尾
は
九
○
セ
ン
チ
位
で
イ
ン
ド
ヒ
ョ

ウ
と
殆
ん
ど
大
差
な
い
大
き
さ
で
中
央
ア
ジ
ア
、
カ
シ
ミ
ー
ル
、

チ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
高
山
や
岩
の
多
い
山
岳
地
帯
に
棲
ん
で
い
る
。

き
ん
し
こ
う

〔
中
国
珍
獣
恥
２
金
糸
狼
チ
ベ
ッ
ト
コ
バ
ナ
テ
ン
グ
ザ
ル
〕

１
１２３
１

濯蕊

の
森
が
あ
る
。
阪
神
パ
ー
ク

に
は
レ
オ
ポ
ン
が
、
そ
し
て
神
戸
に
は
、
〃
人
工
育
ち
の
神
ち
ゃ
ん

が
″
と
記
し
た
と
こ
ろ
で
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ｉ
で
は
所
詮
ロ
ー
カ
ル

に
な
っ
て
し
ま
う
。
い
や
、
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
子
供
た
ち
へ
の

夢
を
実
現
し
て
い
く
努
力
は
不
可
欠
で
あ
る
し
、
パ
ン
ダ
も
コ
ァ

ラ
ベ
ァ
も
神
戸
に
欲
し
い
…
の
夢
は
大
い
に
燃
焼
し
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
〃
コ
ア
ラ
ベ
ア
名
古
屋
へ
〃
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た

と
た
ん
、
中
国
、
天
津
市
と
の
動
物
交
換
を
友
好
的
に
続
け
て
い

る
神
戸
と
し
て
、
秘
か
に
他
国
に
は
い
な
い
日
本
で
最
初
の
も
の

健
康
で
動
物
園
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
人
気
を
集
め
て
い
る
。

今
回
も
ま
た
、
あ
の
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
輸
送
し
た
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

の
交
換
と
し
て
雪
豹
が
到
着
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ふ
と
、
そ

の
交
換
成
立
の
報
せ
を
受
け
た

時
、
私
は
去
る
昭
和
五
十
一
年

七
月
天
津
市
へ
第
一
次
動
物
交

換
と
し
て
キ
リ
ン
を
海
上
輸
送

し
た
、
当
時
の
こ
と
が
延
っ
て

き
た
。
あ
れ
は
確
か
、
キ
リ
ン

を
天
津
市
へ
贈
呈
し
た
あ
と
、

北
京
動
物
園
へ
研
修
旅
行
し
た

と
き
だ
っ
た
。
案
内
の
方
々
を

振
り
切
る
よ
う
に
思
わ
ず
カ
メ

, 筆= 禦窒銭鯉蝉艶蝿曲塞趨 鶏
､#鋪溌需殿I …騨屯Ｆ･ ｖＬ.

パンダなみの珍獣とされているクチジロシカ
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親
も
子
も
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
た
が
、
謎
は
す
ぐ
解
け
た
。
あ
っ
そ
う
だ
／
，
や
っ
ぱ
り
彼
等

は
木
の
葉
や
新
芽
を
主
食
に
す
る
リ
ー
フ
イ
ー
タ
ー
。
ゲ
レ
ザ
科

の
仲
間
だ
か
ら
だ
。

（
ゲ
レ
ザ
科
）
尾
は
き
わ
め
て
長
い
。
全
体
的
に
や
せ
た
体
格
を

し
て
い
る
。
あ
ご
が
短
か
く
ほ
お
ぷ
く
ろ
は
な
い
が
、
あ
っ
て
も

小
さ
い
。
樹
上
に
住
み
木
の
葉
を
主
食
に
し
て
い
る
。
胃
は
三
室

に
わ
か
れ
、
草
食
獣
に
似
た
消
化
器
を
も
っ
て
い
る
。

ふ
つ
う
、
猿
類
は
果
実
や
木
の
実
、
そ
れ
に
昆
虫
や
小
動
物
な

英
楽
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ｓ

Ｎ
Ｕ
Ｂ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ｍ

Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｙ
チ
ベ
ッ
ト
コ

バ
ナ
テ
ン
グ
ザ
ル
。
で
ん
と

坐
り
こ
ん
で
い
る
も
の
も
い

る
。
ス
イ
ス
イ
と
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
。
素
早
く
鉄
格
子
を

渡
り
歩
く
親
子
（
折
よ
く
赤

ん
坊
を
抱
い
て
い
た
）
そ
の

ま
と
っ
た
金
色
の
細
い
絹
の

よ
う
な
毛
の
美
し
さ
は
、
実

に
貴
婦
人
そ
の
も
の
だ
っ

た
。だ

が
、
立
ち
あ
が
っ
た
彼

等
の
姿
に
ふ
と
私
は
ど
う
も

腹
が
大
き
す
ぎ
る
・
そ
れ
が
、

も
ち
ろ
ん
北
京
の
パ
ン
ダ
も
じ
っ
く
り
見
さ
せ
て
貰
っ
た
が
、

そ
の
あ
と
、
パ
ン
ダ
同
様
、
他
国
へ
転
出
さ
せ
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
、
あ
の
珍
獣
金
糸
喉
舎
前
に
来
た
時
、
私
は
係
員
の
案
内
を

押
し
の
け
る
よ
う
に
、
オ
リ
の
中
に
入
っ
て
い
た
。
そ
の
あ
ま
り

に
も
お
ど
け
た
愛
ら
し
い
顔
の
彼
等
に
つ
い
誘
わ
れ
て
し
ま
っ
て

ろ
ん

い
た
の
で
あ
る
。
「
あ
っ
、
あ
ん
た
の
顔
、
僕
の
家
の
仲
の
顔
そ

っ
く
り
や
」
そ
れ
に
金
色
の
絹
の
よ
う
な
長
い
毛
。
そ
の
品
位
の

あ
る
姿
に
た
だ
た
だ
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
当
時
の
日
記
か
ら
。

英
名
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ

ど
雑
食
性
の
場
合
が
多
い
な
か
で
、
こ
の
種
は
草
食
獣
の
よ
う
な

食
性
で
あ
る
。
だ
か
ら
像
等
の
胃
や
腸
は
大
き
く
長
い
。
そ
れ
で

か
わ
い
く
、
ボ
ン
と
腹
が
突
き
出
て
い
る
わ
け
だ
っ
た
。

〔
柳
に
タ
ケ
ノ
コ
、
リ
ン
ゴ
に
ブ
ド
ウ
の
美
食
家
〕

や
は
り
飼
育
の
難
し
さ
は
相
当
な
も
の
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、

別
段
、
こ
ち
ら
が
「
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」
と
言
い
も
し
な
い

の
に
、
「
パ
ン
ダ
と
金
糸
喉
と
ク
チ
ジ
ロ
シ
カ
以
外
の
も
の
な
ら
、

な
ん
と
か
動
物
交
換
と
し
て
お
世
話
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
」

と
、
先
手
を
打
た
れ
て
し
ま
っ
た
の
に
は
参
っ
て
し
ま
っ
た
。

見
た
こ
と
が
な
い
。
純
白
の
ヒ

ョ
ウ
が
、
ど
れ
ほ
ど
美
し
い
も
の
か
、
そ
の
到
着
を
一
日
も
早
い

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
日
本
唯
一
の
ユ
キ
ヒ
ョ
ウ
お
目

見
え
な
ん
だ
ノ

体
長
六
○
’
七
○
セ
ン
チ
。

体
重
一
一
十
二
キ
ロ
位
な
の
で
ニ

ホ
ン
ザ
ル
位
だ
が
、
そ
の
美
し

い
毛
と
姿
を
見
、
餌
の
内
容
を

知
る
だ
け
で
も
貴
重
な
取
材
だ

っ
た
。
ち
な
み
に
そ
の
餌
は
一

日
二
回
食
。
も
ち
ろ
ん
主
食
は

木
の
葉
（
柳
の
若
枝
約
二
キ
ロ
）

そ
れ
に
タ
ケ
ノ
ュ
リ
ン
ゴ
、

ブ
ド
ウ
等
。
昆
虫
や
小
動
物
な

ど
動
物
質
は
い
っ
さ
い
口
に
し

な
い
と
聞
い
た
。

い
ま
動
物
た
ち
は
冬
を
迎

え
、
一
段
と
毛
並
が
美
し
く
、

夏
よ
り
も
一
回
り
大
き
く
見
え

る
。
私
は
ま
だ
冬
毛
の
雪
豹
を

‘
嬢
畷
鶏

＝■

＆

１
１２４
１

金色の絹のように細くてつやのある毛をもつ金糸狼

鐸蟻

譲
勘

王
子
動
物
剛
の
人
気
者
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
〃
神
ち
ゃ
ん
〃
が
去
る
十
一
月
十

一
日
夜
、
急
死
し
ま
し
た
。
神
ち
ゃ
ん
は
昭
和
四
十
九
年
五
月
四
脚
、
同
圃
に

生
ま
れ
ま
し
た
が
、
母
親
の
〃
ハ
ッ
ピ
ー
″
が
出
産
後
死
ん
だ
た
め
、
学
芸
員

の
地
井
さ
ん
が
自
宅
に
引
き
取
り
、
泰
恵
子
夫
人
と
共
に
人
工
飼
育
で
三
歳
ま

で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
昨
秋
、
〃
ア
キ
ち
ゃ
ん
〃
と
結
婿
し
へ
九
歳
六
カ
月
の

若
さ
で
し
た
。
神
ち
ゃ
ん
、
安
ら
か
に
眠
っ
て
く
だ
さ
い
。
八
編
錐
部
Ｖ

識
謹
翻
鶴

識
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神戸ＪＣは神戸を愛する若者の集団です
神戸インターナショナルビューローを市民の皆様と
共に推進します－
本年度､ ( 社）神戸, ! f ｲ ド会, 難所は剛そして、ひとつ( ﾉ ) 納諭として、近
立2 5 周年を記念して数々の‘記念１１Ｆ災力年計､ i を発炎､ 神ﾉ 『インターﾅ ｼ
を実施しました』五川の神ﾉ 『まつりヨナルビニＬ－ｕ－Ｉ訓・1 町の推進を2 5 周
では第１１T T I 神戸J C l l l 隙I ｉｆ雌1 - 1 - ド年記念式典の場で皮' すしました。
レニスや神ﾉ 『ク１１メカルチざL γフー, 意これは# ' ' １ﾉ T が、今後も堀災共に凶
ステイバル。．| _ ｺ ﾉ ] のサマーフォーラ際郁I I j であり就ける為に必要な条件
ム．イン．コッペでは、ヘイグ米1 1 1 を模索し、尖呪の為の迎伽を腿附し
前1 1 畳| 務長, 内. やマリコ・テラサキ・ミようというもので、１１i 民の衿様と．協
ラー女史を招いての, 記念誰油、価例力しつつ推進してゆく計l l l i l です。
の夏期経' 脚･ セミナー、！| l : 界にはぱた新しい1 1 , ｆ代にあ･ 』ても、私逃は神
く務きリーダー像を求めた神) ~ f I l l 際戸が' 肘に魅ﾉ j ある街でなければなら
継済人会談、みんなで拷えよう新1 1 1 ないと忠･ パいますが、数ある神戸
除郁I l i 神戸の街づくりをテーマとしの特色のＩｌｌでも､ ｢ I E I 際性」こそが雌
たスナップが真二J ンテスト、新しいも神戸らしいと8 すえる魅力ではない
I I i l 際交流のあり力を求めた外1 K | 人もかと: 隊えたのです、そして、神ﾉ 『の
参加してのハネルディスカッション、１１; | 除性を、私述神ﾉ ｉＪｃは「入づく
神戸沖空港を考える窄港論文募蝶やり」の角膜から捉えてゆこうと考え
シンガポール空港I l j 腿視察剛の派辿、ているのです。

Ｉポートアイランドでの交通安伶教室神戸Ｊｃは、米ｲ | 皇度も全l l i l 初の外
1 2 5やちびっ子オリエンテーリング擁々 １１曽隣を排つI I M f長を允弧に、←.丸と
｜この様に、私進は地域に根兼した川なって神ノマを良くする為の運伽に取
休としての存統の灸f l : をいろいろなり組んでゆきます。市民の拷様の変
角度から追求してきたのですわらぬご支援淀お願いする次節です

／

鞭神戸青年会議所
娼獲. 社団法人神戸青年会蝿所･ 会務宝広報企画委員会

用6 5 1 キ1 1 1 戸市中央区浜辺通５－１－Ｍ
神声商工災易センターピル内
f r E L 〈０７８）２５１－００８５（代）

田崎俊作
く、崎真珠㈱取締役社長〉

、

神ﾉ ｧ ＪＣを卒堆し
て1 4 年。ＪＣ時代に
はＬＴ（リーダーシ
ップトレーニング）
委員会に〃『屈し、委
員長を務めたことも
ある。「｣ ･ 度、経街

者としてリーダーシップをとらないと
いけないと旅感していた' 1 . ¥ 代だったの
で、いい勉強をさせて貰いました｣ ，
ＪＣ時代のトレーニングが今も生きて
いるこの１１ﾉ j にはホートフ・イランド
のファッションタウンI こ念願の祈社屍
が竣l : ，「これを踏み台として、さら
に一歩－－歩いいものをつくって付きた
い」とますます砿り切る。また、単に
利潤を追求する麓けではなく、文化や
スポーツ鋤１m して地域へ還〕t - j ､ ること
も企堆漸仙の一つだとの儒念がある
「超・流のものを提供したい」と、惣
欲iIMi 。々’私の恋人{よ仕小で．｝．よ」と
ｌＬＩ認するソフ･ イトマン。ＪＣの後¥ , Ｗ）
折J I j へのJ I M 解も深く、「協力は僻しみ

、なくやっていますよ」と”ことだ〆
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